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企カメラ歳時記 「プー ル」

今月号のみところ

0大洲市肱南浄化セ ンタ ー が完成・・…'P. 2~3

0ご存じですか?福祉に関する手当制度…P.4

0肱}J!いかだ流し大会……………・・…….P. 5 

0大洲市職員を募集します…………・…"P.6

0終戦から50年 一 市民がつづる体験記

(新シリーズ)………………………P.8

(撮影場所 :平野)

今月の納税は 市民のうこ・き

平成7年5月31日現在

人口 39，198人 (ート27)

男 18，694人 (+ 9) 

女 20，504人 (+18) 

世帯数 13，701世帯 (十40)

面 積 240.99平方キロメートル

固定資産税第2期

国民健康保険税第1期

納期は 7月31日です



完成一-Jンタ
施設

浄化セ
から肱南処理区で一部使用を開始します

大
洲
市
が
平
成
四
年
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
、
公
共
下
水

道
終
末
処
理
施
設

『大
洲
市
肱
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
』
が
完
成
し

七
月
三
日
か
ら
肱
南
処
理
区
の

一
部
で
使
用
を
開
始
し
ま
す
。

下
水
道
は
、
清
ら
か
な
肱
川
の
流
れ
、

豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り、

快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
を
築
く
た
め
の
施
設
で

す
。
下
水
道
の
整
備
が
完
了
し
た
地
域
で
は
、

一
日
も
早
く
公

共
下
水
道
へ
接
続
し
て
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

公
共
下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
「
処
理
区
域
」
の
ご

家
庭
で
は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら
六

ヵ
月
以
内
に
、

汚
水
を
直
接
公
共
下

水
道
に
流
す
た
め
の
「
排
水
設
備
」

を
つ
く

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、

く
み
取
り
便
所
は
、

三

年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
新
築
や
増
改
築
を
す
る
場

合
は
、
公
共
下
水
道
に
直
接
接
続
す

る
水
洗
便
所
で
な
い
と
許
可
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
は
必
ず
指
定
工
事
庖
で

排
水
設
備

・
水
洗
化
工
事
は
、
必

ず
市
が
指
定
し
た
「
指
定
工
事
庖
」

で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

「
指
定
工
事

庖
」
は
、
基
準
に
合

っ
た
完
全
な
設

備
を

つ
く
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や

技
術
を
修
得
し
て
い
て
、
安
心
し
て

工
事
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
工
事
に
必
要
な
書
類
の
作

成
、
届
け
出
な
ど
も
代
行
し
ま
す
の

。
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

水
洗
便
所
の
改
造
費
な
ど
を

一
時

期
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に

は
、
最
高
五
十
万
円
ま
で
市
の
指
定

す
る
金
融
機
関
で
融
資
を
あ
っ

せ
ん

し
、
利
子
は
市
が
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
o

E
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
5
2
)

下水道排水設備指定工事庖
(平成7年5月1日現在 五十音順)
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〔排水設備・水洗化工事の手JII頁〕
排水設備や トイレの水洗化工事の申し込みから完成までの手順

は、次のとおリです。工事を行う場合は、必ず事前に計画の確

認を受けてください。

指定工事庖(公認)
出

主
同
=

ヨ
E

墨
画

=

B

申
二
付
=
の

男、=〓
ζ

二
戸
回

圭
ロ

=
J
-
J
二
区
拒

確
=
の
二
了

の
ニ
書
=
完

事
二
認
二
事

工
=
確
二
工

③
=
④
=
⑥
 

者頼依

(有) ア サ ノ 三& ii時事 24-0783 
(有)いの 7}~ :i道設 {蒲 24-2216 
イ予 予 屋 f主 さu吾zna 24-2541 
(有)内 田電気水 道 設 備 25-2858 
二L ヒ メ 住宅(械 24-4635 
愛 媛 告甫 i萱 側 24-2155 
大 F掲 建 言受 (掬 25-2435 
大 I笥 建 言tt (有) 24-6289 
(有)オ ク ダ設 備 25-4107 
(有) 神 国 鉄 工所 24-4122 
ヰ申 南 言支 備 25-4684 
(有)菊地 浄 化 槽センター 25-2745 
城 F 電 業 宇土 25-2944 
(有)共栄ブロック工業所 25ー 0706
久保 回 建 ~~ (有) 25-0148 
久 f呆 鉄 工 (有) 25-5715 
向 成 建 ZPZ FL 制 25-3150 
士反 田 建 言受 25-4466 
(有) f左 々 木鉄工 26-0875 

上 甲 建 言受 側 24-5914 
菅 里子 建 ユロzハa 側 24-2329 
(有) f主 士E会コ0= 産 業 25-1693 
側 大 輿 建 圭日又凡 26ー 0216
j竜 回 商 底 25-0901 
側 回 中 建 言jE 25-0038 

~コ 口 f主 建 25-1575 
中 央 建 壬iiJ<凡 側 24-3556 
側土 居鉄工所 24-4519 
(有) 長 田 産 業 23-5713 
(有)南予水道住設 25-1350 
側 西 田 興さ 産 25-0211 
浜 イ主 2伺~l瓦L f蒲 25-4645 
藤 t工 建 言責 24-5704 
(荷主星 加 水道設 備 26-0020 
キ公 J甫 建 言交 (鮒 25-5335 
(有) 丸 電 工 業 24-5351 
雪量 建 設 工 業側 24-5911 
(有) 原 設 f蔚 24-3783 
側 富 フじ 建 言霊 25-0242 
キ寸 上 工 業 側 24-3141 
矢 里子 建 言主 (有) 26-1650 
(有) 山 本ホームズ 23-4461 

( 



公共下水道終末処理

「大洲市肱南
公共下水道は7月3日

肱
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
は

回
分
式
活
性
汚
泥
法
を
採
用

肱
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
下
水
処
理

方
法
は
、
四
分
式
活
性
汚
泥
法
と
い

い
ま
す
。
こ
の
方
法
は
県
内
で
初
め

て
の
も
の
で
、
従
来
の
活
性
汚
泥
法

の
ば
っ
気
槽
と
沈
殿
池
を

一
つ
の
反

応
槽
に
集
約
し
、

「
ば
っ
気

・
沈
殿

・
排
出
」
を
く
り
返
し
行
う
処
理

方

み

式
で
す
。
こ
れ
ら
の
装
置
は
、
コ

ン

く

ピ
ュ

l
タ
l
で
制
御
さ
れ
て
い
ま
す
。

し

従
来
の
活
性
汚
泥
法
に
比
べ
、

B
O

〉

D

(生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
)
や

ぺ

S
S
(水
中
の
浮
遊
物
)
の
除
去
だ

-

け
で
な
く
、
チ
ッ
素
、
リ
ン
及
び

C

タ

O
D
(化
学
的
酸
素
要
求
量
)
の
低

、ノ

減
化
が
可
能
と
な
り
、
高
度
な
処
理

セ

水
質
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ヒ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
る
運

イ

転
方
法
は
、
二
槽
一
系
列
で
「
ば

つ

り宍

針
↓
沈
殿
↓
排
出
」
の
工
程
を
繰
り

南

返
し
、
汚
水
は
常
に
ど
ち
ら
か
の
槽

肱

へ
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「排
出
」

工
程
に
あ
る
槽
か
ら
処
理

水
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
①
運
転
管
理
が
容
易

②
維
持
管
理
費
が
安
価
③
水
量
、
水

質
の
変
量
に
強
い
④
高
度
な
処
理
水

質
が
安
定
し
て
得
ら
れ
る
ー
な
ど

の
特
長
を
有
し
て
い
て
、
中
小
規
模

施
設
に
最
適
の
下
水
処
理
の
プ
ロ
セ

ス
と
い
え
ま
す
。

次亜塩素貯留タンク

管理本館 w¥
~送風機

!ーー一一一一一-El----1

1 1上蓋本排出装置

水

処理水

泥

消毒槽

量られてきた土壇み
水には まだ大細菌芯
どが含まれているので
消渇して凪斑しま1T.

凡 例

ー・ 汚
亡二>

1号

ーーーーーーーーーー-T-ーーーーー-，

' j上遣水排出装置

汚泥濃縮槽
回分式姐瑠憎から道
られてきた汚泥をさら
に漕摘し活泥置そ少毛ょ
くしまず.

島匂芳

み
ん
な
で
守
ろ
う
下
水
道

気

下
水
道
管
は
デ
リ
ケ
ー
ト
。
管
が

つ
ま
る
と
施
設
が
使
え
な
く
な

っ
て

し
ま
い
ま
す
。
下
水
道
の
エ
チ
ケ
ッ

ト
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

空ーーーーー骨

一
、
生
ご
み
を
捨
て
な
い

生
ご
み
を
そ
の
ま
ま
下
水
道
に
流

す
と
下
水
道
管
が
つ
ま

っ
て
し
ま
い

ま
す
。

散貫装置(沈股の状態)

二
、
油
を
流
さ
な
い

油
を
流
す
と
管
内
部
に
付
着
し
、

下
水
道
管
を
つ
ま
ら
せ
る
も
と
に
な

り
ま
す
。

三
、
ト
イ
レ
に
物
を
流
さ
な
い

新
聞
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
水
に

解
け
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
以
外
の
物
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

ミ

。

出織
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明II!!I... 
‘園川

存

じ

で

す

福
祉
に

お‘
ヲ

関
す
る
手
当
制
度

国
で
は
、
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
福

祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
制
度

を
制
定
し
、
県
や
市
を
通
じ
て
適
切
な
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
大
洲
市
福
祉
事
務
所
が
窓
口
と
な
っ

て
い
る
制
度
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
ご
と
に
、
目
的
や
支
給
対

特
別
障
害
者
手
当

川
受
給
資
格

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
持
別

な
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
、
医
療
機
関
に
三
ヵ
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
は
除

き
ま
す
。

凶
手
当
額

(月
額
)

二
万
六
千
二
百
三
十
円

障
害
児
福
祉
手
当

川
受
給
資
格

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満

象
、
支
給
方
法
な
ど
が
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
説
明
を
と
覧
に
な
っ
て
、

「
現
在
の
状
況

が
い
ず
れ
か
の
制
度
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
思
わ
れ
る
人
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

宮
(
切

2
1
1
1
(内
線

1
8
1
・
1
8
2
)

の
児
童
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

凶
手
当
額

(月
額
)

一
万
四
千
二
百
七
十
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

肘
障
害
児
を
父
ま
た
は
母
が
監

護
す
る
場
合

的
父
母
が
な
い
か
、
父
母
の
い

ず
れ
も
が
障
害
児
を
監
護
し

な
い
た
め
、
父
母
以
外
の
者

が
障
害
児
を
養
育
す
る
場
合

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
未
満
の
児
童

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

凶
手
当
額

(月
額
)

対
象
児
童

一
人
に
つ
い
て

一
一
紘
一
五
万
三
百
五
十
円

二
級
一
三
万
三
千
五
百
三
十
円

児
童
扶
養
手
当

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
か
わ

っ
て
養
育
し

て
い
る
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以

外
の
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
受
給
者

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

十
八
歳
未
満
の
児
童
ま
た
は

二
十
歳
未
満
で

一
定
以
上
の
障

害
を
有
す
る
人
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
。

的
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童ω父
母
が
死
亡
し
た
児
童

肋
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
伺
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

制
父
が
引
き
続
き

一
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
児
童

同
父
が
引
き
続
き

一
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

伺
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

仰
向
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
児
童

凶
手
当
額

(月
額
)

児
童
一
人
の
場
合
四
万
千
三
百

九
十
円
、
児
童
二
人
の
場
合
四
万

六
千
三
百
九
十
円
、

以
下
一

人
増

す
ご
と
に
三
千
円
、
ず
つ
加
算
。
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在
宅
老
人
介
護
手
当

川
受
給
資
格

居
宅
で
寝
た
き
り
の
状
態
ま
た

は
重
度
の
痴
ほ
う
が
、
六
カ
月
以

上
継
続
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上

の
者
と
同
居
し
、
日
常
生
活
の
介

護
を
し
て
い
る
人

凶
手
当
額

(月
額
)

七
千
五
百
円

矧
現
況
届
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
六
月
に

現
況
屈
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

何
申
請
手
続

申
請
書
、
住
民
票
謄
本
を
用
意

し
て
所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
人
は
、
民
生
児
童
委
員

ま
た
は
福
祉
事
務
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

各
手
当
に
共
通
す
る
事
項

川
所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
お
よ
び
扶
養
義

務
者
な
ど
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
人
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

凶
現
況
届
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
八
月
に

前
年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現

況
届
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。

間
申
請
手
続

そ
れ
ぞ
れ
申
請
書
、
診
断
書
な

ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
こ
こ
に
提
示
し
た
手
当
額
は
、
平

成
七
年
四
月
一
日
現
在
の
も
の
で
す
。



みんな集まれノ

“肱川"優アンド遊

肱川いかだ流し大会のお知らせ

母
な
る
川
「
肱
川
」
は
私
た
ち
の
住
む
大
洲
に
潤
い
と
恵
み
を
与

川
い
か
だ
流
し
大
会」

え
て
く
れ
る
宝
で
す
。
こ
の
肱
川
の
雄
大
さ
、
自
然
の
美
し
さ
を
「
肱

で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
洲
青
年
会
議
所
で
は
、
夏
恒
例

の
「
肱
川
い

か
だ
流
し
大
会
」
を
実

施
し
ま
す
。
応
募
の
締
め
切
り
が
迫

っ
て
い

ま
す
の
で
急
い
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

{
開
催
日
時
}

七
月
三
十
日
間
午
前
九
時
か

ら

{テ
l
マ
}

み
ん
な
集
ま
れ
/

優
ア
ン
ド
遊
H

肱
川
H

{コ
l
ス
}

成
見
橋

(菅
田
)
か
ら

新
冨
土
橋

(柚
木
)

{
参
加
資
格
}

・
健
康
で
水
泳
の
で
き
る
人

-
小
学
生
以
上
は
参
加
で
き
ま
す

が
高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
承

諾
が
必
要
で
す

{
チ
!
ム
編
成
}

・
一
チ
l
ム
二
人
以
上
十
人
以
内

.
小

・
中
学
生
だ
け
の
チ

l
ム
編

成
は
認
め
ま
せ
ん

・
申
込
書
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

メ
ン
バ
ー
は
乗
船
で
き
ま
せ
ん

{
参
加
料
}

一
人

八

百

円

{
応
募
締
め
切
り
}

七
月

一
五
日

ω
午
後
六
時

{
参
加
者
説
明
会
}

七
月
十
五
日
出
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
、
大
洲
市
民
会
館
三
階
会

議
室
で
実
施
し
ま
す
。
各
チ
|

ム
の
責
任
者
は
、
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合
は
、

失
格
と
な
り
ま
す
。

{
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先
}

聞
大
洲
青
年
会
議
所

一T
市
大
洲
市
大
洲
八
九

一
の

一

大
洲
市
民
会
館
三
階

宮
⑫
7
1
0
7
M
@
5
2
2
5

平
成
七
年
分

所
得
税
の
特
別
減
税
の
あ
ら
ま
し

所
得
税
法
及
び
消
費
税
法
の

一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
平

成
七
年
分
所
得
税
の
納
税
者
に
対
し

て
、
原
則
と
し
て
そ
の
人
の
年
税
額

の
十
五
%
相
当
額
(
五
万
円
を
限
度
)

を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一

給
与
所
得
者

(
「
給
与
所
得
者

の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
を
提

出
し
て
い
る
人
)

原
則
と
し
て
六
月
に
、
七
年

一
月

1
六
月
ま
で
の
聞
に
支
払
わ
れ
た

給
与
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額
の
十

五
%
相
当
額

(二
万
五
千
円
を
限

度
)
を
給
与
の
支
払
者
か
ら
還
付
す

る
こ
と
と
し
、
年
末
調
整
の
際
に
、

年
間
税
額
の
十
五
%
相
当
額
(
五

万
円
を
限
度
)
か
ら
六
月
の
還
付

金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
控
除
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
(「公

的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い

る
人
)

給
与
所
得
者
の
場
合
と
同
様
に
、

公
的
年
金
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
額
の
十
五
%
相
当
額
に
つ

い
て
、
年
二
回
に
分
け
て
公
的
年

金
な
ど
の
支
払
者
か
ら
還
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

最
終
的
に
は
確
定
申
告
で
精
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
人

確
定
申
告
を
す
る
事
業
所
得
や
不

動
産
所
得
な
ど
に
係
る
所
得
税
は
、

平
成
七
年
に
納
付
す
る
予
定
納
税

額
の
減
額
ま
た
は
確
定
申
告
に
よ

り
、
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
退
職
所
得
の
あ
る
人

退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
源
泉
徴

収
の
段
階
で
は
特
別
減
税
の
適
用

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
に
つ
い

て
は
、
平
成
七
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
還
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
洲
税
務
署

宮
⑫
3
1
1
5
ま
で
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すまし

大
洲
市
役
所
の
平
成
七
年
度
職
員

募
集
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員
(
〈
〉

内
は
学
歴
)
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大洲市職員を募集

④
事
務
職
員

〈大
学
卒
〉
若
干
名

⑮
事
務
職
員

〈短
大
・
高
校
卒
〉

若
干
名

。
技
術
職
員

〈大
学
卒
・
高
校
卒

(一

級
又
は
二
級
建
築
士
)
〉一人

⑨
技
術
職
員

〈大
学
卒
・
高
校
等

卒
(
土
木
科
専
攻
)
)
二
人

⑥

保

母

若

干

名

⑥
幼
稚
園
教
諭

一
人

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、

地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な

ど
)
に
該
当
し
な
い
者

②
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
に
居
住

可
能
な
者

③
④
⑮
⑤
@
は
、
学
校
を
平
成
七

年
三
月
か
ら
平
成
八
年
三
月
ま

で
に
卒
業

(見
込
)
の
者

④
⑤
は
、
昭
和
四
十

一
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
、
又
は

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者

⑤
⑨
は
、
昭
和
四
十

一
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
、
又
は

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
、
平
成
八
年

三
月
ま
で
に
卒
業
(
見
込
)
の

者

受
付
期
間
六
月
十
九
日

1
七
月
十
日

※
な
お
⑮
@
⑮
は
、
六
月
十
九
日

か
ら
八
月
十

一
日
ま
で

そ
の
他受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内」

を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(ω
2
1
1
1
(内
線
3
1
2
)

市
立
大
洲
病
院

市
立
大
洲
病
院
の
平
成
七
年
度
の

職
員
採
用
試
験
は
、
十

一
月
下
旬
頃

実
施
の
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
市

立
大
洲
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

た』い
。宮
⑫
2
1
5
1

6 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
I
へ
わ
り
を
募
集
し
ま
す

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
七
年
十
月

一
日
雇
用
予
定
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ

l

(
パ
l
ト
)
採
用
試

験
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

職

種登
録
ヘ

ル
パ
l

(
時
間
給
の
ホ
ー

ム
へ
ル
パ

l
)

採
用
予
定
人
員

(十
五
人
)

肱
南

・
久
米
:
・
二
人
、
肱
北:・
二

人
、
喜
多

・
平
・
:
二
人
、
平
野

・

南
久
米
・
:
二
人
、
菅
田
・
大
川
・:

二
人
、
柳
沢

・
新
谷
・:
二
人、

三

善

・
八
多
喜

・
上
須
成
:・
三
人

受
験
資
格

川
お
お
む
ね
お
歳
か
ら
印
歳
ま
で

の
人

(男
女
は
問
わ
な
い
)

凶
日
本
国
籍
を
有
す
る
人
で
、
地

方
公
務
員
法
第
十
六
条

(禁
治
産

者
な
ど
)
に
該
当
し
な
い
人

間
バ
イ
ク
の
運
転
が
で
き
る
人

凶
日
曜
、
祝
日
の
勤
務
が
可
能
な

人

(介
護
講
座
受
講
者
歓
迎
)

受
付
期
間

平
成
7
年
7
月
刊
日
か
ら
7
月
紅

白
ま
で
の
勤
務
時
間
中
に
受
け
付
け

ま
す
c

願
書
は
、
本
人
が
持
参
し
て

く
だ
さ
い
c

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、

7
月
白

日
の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

そ
の
他
受
験
資
格
、
待
遇
、
試
験
日
な
ど

詳
し
く
は
、
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〒
市
大
洲
市
大
洲
六
九

O
の

一

宮
⑫
3
5
0
9

斉
清
掃
は
ワ
月
間
日
同

今
年
も
、
七
月
第
三
日
曜
日
に
、

「
郷
土
美
化
運
動
L

と
し
て
、

市
内

一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

{日
時
}

七
月
十
六
日
間

午
前
七
時
か
ら

{場
所
}

河川愛護月間

7月 1 日 ~31 日



大
洲
市
で
は
、

め
き
大
洲
引
』
肱
川
に

映
え
る
地
域
中
核
都
市
を

め
ざ
し
て
市
政
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
に
は
、
市

立
大
洲
病
院
移
転
改
築
事

業
な
ど
、
公
共
施
設
の
整

備
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
表
に
掲
げ
た
事
業

で
は
¥
郵
便
局
の
簡
易
保

険
積
立
金
や
、
国
民
年
金

積
立
金
の
還
元
融
資
を
受

け
て
い
ま
す
。

『者」

A
J

事 業 名
総事業費 資金融資額

(単位・万円) (単位万円)

公営住宅柚木第2団地建設事業 14，678 3，800 

簡
公営住宅柏木第3団地建設事業 14，372 11，470 
易

{呆

F貧
菅田小学校屋内運動場建設事業 22，227 8，970 1 

肱北駐車場(用地分)取得事業 30，065 6，010 

新谷保育所建設事業 22，965 9，140 

国
市立大効11病院移転改築事業 326，067 267，700 
民

年

金
医療機械器具購入事業 65，881 65，000 

田処簡易水道事業 13，031 7，100 

鎌の田簡易水道事業 5，796 3，300 

花
火
に
よ
号
事
献
を
防
ご
う

夏
は
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
楽
し
い
花
火
遊

び
も
取
り
扱
い
上
の
不
注
意
か
ら
毎
年
、
火
災
や

や
け
ど
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
花
火

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

λ
ノ正

し
い
遊
び
方

O
大
人
と
い

っ
し
ょ
に
遊
ぶ

O
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
守

る
O
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
の
な
い

場
所
で
遊
ぶ

O
風
の
強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い

O
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て

後
片
付
け
を
完
全
に
わ
こ
な
う

悪

、‘.
'
L
 

O
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る

O
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ

O

一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を

つ
け
る

O
花
火
が
途
中
で
消
え
る
と
筒
の
中

を
の
ぞ
く

O
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
燃
え

や
す
い
も
の
の
近
く
で
遊
ぶ

7 



シ
リ
ー
ズ
終
戦
か
ら
印
年

事
氏
が
れ
ゾ
、
つ
る
体
験
記

〈

1〉

あ
る
済
南
司
偵
教
育
隊
に
配
属
さ
れ
、

訓
練
を
重
ね
て
い
た
が
、
六
月
に
、

手
袋
に
つ
い
て
い
た
グ
リ
ス
が
原
因

で
酸
素
ボ
ン
ベ
が
爆
発
し
、

二
十
名

が
死
亡
、

三
十
数
名
が
重
軽
傷
を
負

う
事
故
が
起
き
た
。
ま
た
、
同
年
十

月
二
十
五
日
に
は
、
レ
イ
テ
島
沖
に

で
特
攻
第
一
陣
に
同
期
靖
国
隊
二
十

二
人
が
出
撃
し
戦
死
し
た
。
そ
の
後

私
は
、
兵
庫
県
加
古
川
飛
行
場
、

三

木
飛
行
場
、
山
口
県
小
月
飛
行
場
に

で
高
々
度
飛
行
持
別
攻
撃
隊
に
、
昭

和
二
十
年
六
月
か
ら
は
福
岡
県
席
田

飛
行
場
独
立
飛
行
隊
に
勤
務
し
て
い

た
。
八
月
十
五
日
、
機
動
部
隊
監
視

の
任
務
か
ら
帰
還
し
た
と
き
終
戦
を

知
っ
た
。

そ
の
後
私
は
、
復
員
第

一
号
と
し

て
菅
田
村
役
場
に
入
り
戦
後
の
目
ま

ぐ
る
し
い
移
り
変
わ
り
を
体
験
し
て

き
た
。
戦
前
戦
後
の
二
十
年
は
、
波

澗
万
丈
に
で
ど
の
出
来
事
を
と

っ
て

も
物
語
と
な

っ
て
し
ま
う
。

、
「
そ
の
三
」
、
戦
後
五
十
年
を
期
に
、

大
戦
の
生
き
残
り
者
が

二
百
八
十
六

柱
の
戦
没
者
の
永
代
供
養
を
高
野
山

で
行

っ
た
。
『
散
る
桜
残
る
桜
も

散
る
桜
冥
土
の
道
に
王
様
は
無
し
』

こ
れ
は
、
持
攻
隊
の
信
念
で
あ
る
。

徒
然
草
第
七
十
四
段
に
『
蟻
の
ご

と
く
に
集
ま
り
で
東
西
に
急
ぎ
南
北

に
走
る
』
よ
っ
て
今
日
の
心
に
ゆ
と

り
あ
る
者
は
桃
源
郷
に
在
り
。
ま
た
、

あ 4一
新2翁
し市

菅

理EE
次じ重
さ凶

ん

『
老
倒
疎
偏
無
事
の
目
安
眠
高
臥

青
山
に
対
す
』
い
ず
れ
も
、
年
を
と

っ
て
老
い
ぼ
れ
た
の
で
、
何
事
を
す

る
に
も
面
倒
で
気
が
進
ま
な
い
状
態

に
な
っ
た
が
、

A
7
は
浮
世
を
離
れ
て

何
ん
の
心
配
も
な
く
身
体
を
横
た
え

て
山
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
日
々
無

事
に
安
楽
な
余
生
を
送

っ
て
い
る
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
無
欲
活
淡
、
無

我
無
心
の
悟
境
と
清
寂
な
境
界
が
感

受
さ
れ
る
。
戦
後
五
十
年
目
の
私
の

心
境
だ
。

今
年
、
大
平
洋
戦
争
が
終
了
し
て

五
十
年
目
の
夏
を
迎
え
ま
す
。
広
報

お
お
ず
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
戦

中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
体
験
談
を

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
和
な
世
の
中
と
な
っ
た
今
、
戦

争
と
は
何
か
。
戦
後
ど
の
よ
う
な
苦

難
を
乗
り
越
え
今
の
平
和
が
訪
れ
た

の
か
。
歴
史
の
証
人
で
あ
る
人
々
の

体
験
談
を
通
し
て
、
戦
後
五
十
年
と

い
う
節
目
の
年
に
、
戦
争
の
意
味
、

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

ま
た
、
広
報
お
お
ず
で
は
、
体
験

談
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
原
稿
用
紙

に
千
字
程
度
で
ま
と
め
、
次
の
所
に

お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

V
大
洲
市
大
洲
六
九
O
|
一
大
洲

市
役
所
総
務
財
政
課
広
報
広
聴
係

※
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を

(
4

「同
和
対
策
審
議
会
答
申
」

か
ら
三
十
年
(
そ
の
三
)

し
ι
え

わ

ね

ん

だ

昭
和
四
十

(一

九
六
五
)
年
に
出

ど

ヲ

わ

た

い

さ
〈

し

ん

ぎ

か

い

と

う

し

ん

さ
れ
た
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」

き

て
き

い

U
ぎ

は
、
画
期
的
な
意
義
を
も
っ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
画
期
的
な
も
の

と
い
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

と

う

わ

，

む

ん

だ

い

喜

合

ιm
A
，

片
的
一

つ
川
、
問
咽
問
題
の
早
急

な
解
決
は

『国
の
責
務
』
で
あ
る
と

し
た
こ
と
で
す
。

部
落
差
別
を
今
日
ま
で
解
消
で
き

な
け

わ
た
責
任
は
、
固
に
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
、
国
の
責
任
に
お
い
て

同
和
問
題
の
解
決
を
図

っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
き

っ
ぱ
り
規

定
し
て
い
る
の
で
す
。

ニ
ん

こ
の
こ
と
か
ら
、
同
和
問
題
の
根

ほ
ん
て
き

本
的
な
解
決
に
向
け
て
、
国
や
地
方

公
共
団
体
が
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
、

行
政
施
策
の
正
し
い
方
向
が
は

っ
き

り
と
一示
さ
れ
ま
し
た
。

も
う

一
つ
は
、
同
和
問
題
の
解
決

一
〈
み
ん
て
き

は

『国
民
的
課
題
』
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
す
。

国
民
的
諜
題
と
い
う
こ
と
は
、
国

沼

一
A
M
L

い
人
が
、
こ
の
問
題
め
連
要

性
を
理
解
し
、
そ
の
解
決
に
努
力
し

た
い
せ
つ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

べ
つ

い

か

た

で
す
が
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

こ
の
問
題
の
解
決
が
、
す
べ
て
の
国

民
に
と

っ
て
も
、
限
り
な
い
幸
せ
に

つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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人
権
と
同
和
教
育

逆
に
言
え
ば
、
同
和
問
題
を
未
解
決

に
し
て
お
く
と
、
国
民
み
ん
な
が
、

大
き
な
不
幸
を
背
負

っ
て
生
き
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
、
も
う
少
し
掘
り
下

げ
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

み
ん

し

ゐ

し
ゐ

U

ざ

よ

れ

句

か

民
主
主
義
の
世
の
中
で
は
、
一
人

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ

る
」
と
い
う
原
理
の
下
で
、
だ
れ
も

は

人

て

き

じ

ん

け

ん

そ

人

が
基
本
的
人
権
を
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

人

一
人
が
人
間

と
し
て
尊
重
さ
れ
て
、
初
め
て
、
私

せ
い
か

つ

あ
〈

た
ち
は
平
等
で
幸
せ
な
生
活
が
送
れ

る
の
で
す
。

み

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ

り
心
批、
J

一げ
で
も
、
生
活

d
m
権
利

や
自
由
が
侵
さ
れ
て
い
る
事
実
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
大
き
な
社
会
問

題
と
な

っけいい
ヴ
ア
一
ぃ
山
川
μ

も
そ

う
で
す
。
男
女
差
別
、
障
害
者
差
別、

ニ

う

れ

に

し
F

じ
人

け

ん

も

ん

だ

t

a

n

す

清
齢
者
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
も
数

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
も

っ
と
も
大
き
な

課
題
が
同
和
問
題
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
問
題
の
解
決
が
、
す
べ
て

の
人
権
問
題
の
解
決
に

つ
な
が
り
、

私
た
ち
の
「
幸
せ
」
に

つ
な
が

っ
て

い
き
ま
す
。

す
部
落
差
測
の
解
消
と
い
う
こ
と
は
、

決
し
て
他
人
ご
と
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
、

『国
民
的
課
題
』
と
い
う

こ
と
ば
で
強
調
し
た
の
で
す
。



9 

5月12日(創 交通死亡惨
事故h"多発す3ち介、松

下寿電子工業大洲事業部

で、ミス大洲Lうnラシート
ペ/レト着用キヤ〉ペー〉

定行いまレだ。

午前フ時30分ti"う約1時
間、安全運転l己関す3チ

ラ予定配つだあと、従業

員げうートペ/レト完全着

用宣言さ行いまレだ。

.陪
‘新緑の5月、城山の木々に若葉h"芽lef為、雨上nt-/(J) 

午後、太陽の光12照り輝いていまレた。

V慶雲寺地区!こ約50尾のこいのぼりh"泳ぎましだ。 JR
五郎駅付近ti"うちよく見九3だめ、だ〈さんの見物人

tJ'<:訪れまじた。

4月29日同大洲市制施行40周年砂
記念事業の一環とレで今年ti"う始った

市民の森記念植樹ld、あいにくの雨の

中で行われまじだ。参加レだ21組の人
だちld、結婚、誕生、入学、金婚ちど

さ祝いうやべんをE握っていまレだ。

‘4月30日(日)つつじまつりモデル績
影会h"開催されまじた。花冷え，で''/''/

ラン"の開花h"遅れ、雨の中で11メラマン
のうや、γヲーをさ3音h"悲レ〈聞こえJ

~じた。

5月15日(月)交通事故h"起きた場所で砂
その問題点、き考九でちらずiうと 「高齢者
現地交通安全教室」が開かれました。参

加したのは、柳沢老人ワラブの会員27人
で、大洲警察署交通謀の位田係長の話12

熱心!こ聞き入つでいまレだ。

‘5月24日体) 畑の前橋 (ldだの彦九lざ
し)付近約2ha 1こ花畑h"誕生じます。
雑草地だつだこの土地き建設省大洲工事

事務所h"整地レ、市h"借り受け、大洲農

高の協力き得で、夏Idヒマワリ、秋ldコ
スモス、春121d菜の花き咲ti'せ3ちの。
フ月下旬l己ld見ご3とちります。

‘5月9日()<) この春、
市内の事業所!己就職レだ

222人の新社会人き激励
す;::3r新就職者激励大会J

n開介れまレだ。 150人
の出席者室代表レで、

f生田司郎さんと松田知子
ざんげ「産業 ・文化め向

上!こ貢献レだい」と決意

さ述べまじだ。



ゆずりゆずられ夏の道

さわやかマナー

夏の受通安全運動 |7月17日--26日

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

五
月
三
十
一
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金
一
封

北

只

村

上

歌

子

金
一
封

(寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

(指
定
配
分
)

金

一
封

(久
米
地
区
社
協

・
市
社
協

へ
)

高

山

谷

内

邦

夫

金

一
封

(上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ

)

上
須
戒

西
国

義

勝

金

一
封

(上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ

)

上
須
戒

平
田

光
幸

暑
い
暑
い
夏
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
こ
の
時
期
に
は
、
帰
省
客
や

行
楽
客
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
原
因
を
み
る
と
、

『過
労
・
居
眠

り
運
転
』
『
暴
走
運
転
』
な
ど
に
よ
る

も
の
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

l
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
無
事
故
で
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

【重
点
項
目
】

V

シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

大
洲
市
議
会
で
は
、

三
月
に

「シ
ー

ト
ベ
ル
ト
完
全
着
用
宣
言
」
を
議
決
し

て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
「
命
綱
」

で
す
。
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

V
無
謀

・
暴
走
運
転
の
追
放

若
者
に
よ
る
暴
走
運
転
が
多
く
な
り

ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
暴
走
運
転
を
追

放
し
ま
し
ょ
う
。

V
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
思
い
や
り
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
は
、
夜
間
の
外
出
に
は
明
る
い

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ

)

上

須

戒

谷

本

安

永

金
一
封

(八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町

大

塚

躍

子

金
一
封

(八
多
喜
地
区
社
協
・
八
多

喜
公
民
館

・
八
多
喜
寿
会
へ

)

八
多
喜
町

矢
野

三
弘

金

一
封

(上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ

)

上

須

戒

平

松

シ

ゲ

子

金

一
封

(菅
田
地
区
社
協
・
市
社
協

へ
)

出呂田
町
宇
津

西
岡

哲

義

金
一
封

(若
宮
老
人
会

・
若
宮
婦
人

会

・
市
社
協
へ

)若

宮

広

沢

政

夫

金

一
封

(久
米
地
区
社
協
へ
)

服
装
、
懐
中
電
灯
、
光
る
も
の
な
ど
を

身
に
付
け
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
ふ
し
ょ
'
フ
。

シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
四
園
田

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

l

昨
年
、
全
国
の
交
通
死
亡
事
故
の
中

で
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
、
二
九
・

一
%、

四
国
で
は
、
四

0
・
一
%
、
愛

媛
県
で
は
約
五
O
%
と
な

っ
て
い
て
、

高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
が
急
が
れ
て

い
ま
す
。
四
国
で
は
、
高
齢
者
死
者
の

半
減
を
目
指
す
た
め
、

四
県
統
一
の
取

り
組
み
と
し
て

「シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ

ィ
四
回
目
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

阿

蔵

平

田

富

夫

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ

)

平
野
町

菊

池

秀

市

(
物
品
の
口
座
)

ベ
ッ
ト

一
台
(
貸
出
用
)

中

村

梶

本

忠

勝

紙
オ
ム
ツ
三
百
十
五
枚
・
紙
ロ

l
ル

六
十
九
個
・
カ
y
ト
綿

一
袋

・
ヒ
パ
ク

リ
ー
ン
四
十
個
計
四
百
二
十
五
点

新
谷
町

磯

田

文

江

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

七
月
新
刊
案
内

死
を
視
る
こ
と
帰
す
る
が
ご
と
し

山
折
哲
雄
著

い
か
に
生
き
、
い
か
に
学
ぶ
か
遠

山

啓

著

生
き
て
ご
ら
ん
な
さ
い
竹
内

勉
著

獅
子
が
肌
え

る

木

村
勝
美
著

藤
原
道
長

北
山
茂
夫
著

毛
沢
東
の
読
書
生
活
淳
一
先
知
著

信

濃

路

の

宿

信

濃

毎

日

新
聞
社
編

ミ
ヤ

コ

を

堀

る

堀

内

明

博

著

闘
え
、
本
社

日
下
公
人
著

田
中
秀
征
の
論
跡

田
中
秀
征
著

も
っ
と
も

っ
と
ア
メ
リ
カ
落
合
信
彦
著

「
日
本
国
憲
法
」
を
読
み
直
す

井
上
ひ
さ
し
他
著

メ
デ
ィ
ア
の
影
の
権
力
者
た
ち
山
鳥
信
彦
著

知

の

方

程

式

林

田

考

平

著

我
か
く
闘
え
り

山
岸

章

著

性

こ

そ

吾

な

り

波

多

野

完

治

著

父
よ
、
母
よ
、
子
よ

山
田
和
夫
著

モ
ン
ゴ
ル
の
神
話
・伝

説

原
山

爆
著

終

末

期

医

療

宇

都

宮

直

子

著

鯨

を

捕

る

須

田

慎

太

郎

著

父
か
ら
も
ら
っ
た
ご
ち
そ
う
帖
陳

建

一
著

水
墨
画
の
巨
匠
叩
応
挙安
岡
章
太
郎
他
著

脇

役

誕

生

花

沢

徳

衛

著

沖

縄

う

た

の

旅

青

木

誠

著

あ
の
時
、
こ
の
歌

由
紀
さ
お
り
他
著

勝
ち
続
け
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

森

祇

自問
著

俳

句

創

っ
て
よ
か

っ
た
柴
田
雅
子
著

陽
関
に
故
人
無
か
ら
ん
入
谷
仙
介
著

阿

修

羅

梓

津

要

著

野

望

一
・
二

井
沢
元
彦
著

10 

人

間

の

幸

福

宮

本

輝

著

精

霊

の

橋

星

川

淳
著

月

が

く

れ

た

愛

人

水

上

洋

子

著

白

き

嶺

の

男

谷

甲

州
著

パ
ラ
サ
イ
ト
・
イ
ヴ
瀬
名
秀
明
著

怪

し

い

隣

人

小

池

真

理

子

著

一
瞬
の
原

っ
ぱ

花

形

み

つ

る

著

も
っ
て

の

ほ

か

大

庭

み

な

子
著

朱

い

旅

阿

万

田

高

著

シ

フ

ォ

ン

の

風

唯

川

恵
著

折

々

の

感

情

山

口

洋

子
著

若
き
友
よ
。

五
木
寛
之
著

空

か

ら

ぎ

ろ

ち

ん

中

島

ら

も

著

あ
り
が
と
う
を
伝
え
た
い

芸
術
生
活
社
編
集
部
編

し
っ
ぽ
の
あ
る
天
使
池
田
満
寿
夫
著

親
子
で
よ
か

っ
た
し
ょ
坂
田
お
さ
む
著

反
逆
す
る
風
景

辺

見

庸

著

小
石
川
の
家

青

木

玉

著

家

族

の

標

本

柳

美

里

著

む
く
ど
り
は
飛
ん
で
ゆ
く
池
津
夏
樹
著

三
度
目
の
正
直
王
子
魔
人
高
橋
克
彦
著

ガ
ン
わ
た
し
は
幸
福
に
死
ね
御
手
洗
佑
美
著

龍

平

の

未

来

広

河

隆

一
一他
著

償
い
は
済
ん
で
い
る
上
坂
冬
子
著

さ
ま
ざ
ま
な
る
戦
後
保
阪
正
康
著

フ
ェ
デ
リ
コ

・
カ
ル

パ
ッ

チ
ョ
の
優
雅

な
倦
怠

F
・
カ
ル

パ
ッ

チ
ョ
著

図

書

館

7
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「
大
洲
の
歴
史
こ
ぼ
れ
話
」

日
時

7
月
四
日

(水
)

「

3J
・

n
u
-
i
1よ
・

n
u
J

/
〈
‘
・
司
υ

1
ょ
・

司
υ

、

場
所
大
洲
市
立
図
書
館
4
階

講

師

澄

田

恭

一
先
生

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



市
立
大
洲
病
院
で
小
児
科
室
再
開

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
患
者
の
皆
さ

ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た

休
診
中
の
小
児
科
を
、
六
月
一

日
か
ら

再
開
い
た
し
ま
し
た
。

診
療
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【診
療
日
】

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

{受
付
時
間
}

午
前
8
時
却
分
か
ら

午
前
日
時
加
分
ま
で

国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
陪
郡
済
み
で
す
介

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

職
種
な
ど
に
よ
り
、
加
入
す
る
種
類
が

次
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

{第
二
号
被
保
険
者
】

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人

【
第
三
号
被
保
険
者
】

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

【
第
一
号
被
保
険
者
】

第
二
号
被
保
険
者
お
よ
び
第
三
号
被

保
険
者
で
な
い
人

こ
の
う
ち
、
第
二
号
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
勤
務
先
が
届
け
出
を
し
ま
す

の
で
、
ご
自
身
で
加
入
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
一

号
被
保
険
者
お
よ
び
第
三
号
被
保
険
者

の
人
は
、
ご
自
身
で
加
入
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
の
手
続
き
が
済
ん
で
な
い
人
は
、

A
7
す
ぐ
市
役
所
で
加
入
の
手
続
き
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま

で。

含
⑪
2
1
1
1

(内
線
I
l
l
・

-
1
2
)
 

{受
験
手
続
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先
}

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

8
0
8
9
9
@
1
2
1
2
 

大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

含
⑪
2
1
1
1
(
内
線
5
4
1
)

別
判
劃
劇
州
劃
引
引
制
引
斗

交
通
事
故
無
料
相
談

新
聞
を
み
て
も
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な

た
/
明
日
は
我
身
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も

ルめ

ηノ
ま
寸
す
。

「
も
し
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
ら
」

「
も
し
、
交
通
事
故
の
被
害
者
に
な
っ

た
ら
・
・
・:・」

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、

「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
、
交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
の

た
め
に
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
被
害
者
、
加
害
者
ど
ち
ら
の
場
合

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【相
談
時
間
}

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

9
時
却
八
刀

l
M
時

ω八万

{
弁
護
士
相
談
日
】

毎
週
木
曜
日
日
時
1
日
時

【電
話
相
談
}

8
0
8
9
9
⑬
2
3
3
5
 

【場
所
}

松
山
市
花
園
町

一

三

日

本

生

命

松
山
市
駅
前
ビ
ル

6
階

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

(有)星 加 水道設 備

告 26-0020

大塚鉄工所

宮 25-0300

徳森設 備

宮 25-4023

神 南設 備

ft25-4684 

(有)丸電工業

ft24-5351 

久保鉄工 所

ft26-0537 

(有)三原設 備

ft24-3783 

(有)アサノ設 備

ft24-0783 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

佐藤水道庖

ft24-4410 

(有)内田電気水道設備

ft25-2858 

t兵 f主 言支 {蒲
ft25-4645 

(有)オクダ~~ v蒲
ft24-3674 

滝田商庖

宮 25-0901

(有)神田 鉄工所

ft24-4122 

中 野管工事 工 業

宮 24-3792

城 戸電業 社

宮 25-2944

西田水道庖

ft26-0265 

側土居鉄工所

宮 24-4519

淳 山 水道工事庖

宮 24-2583

7月 1日仕)

7月2日(日)

中
学
校
卒
業
認
定
試
験

行
実
施
さ
れ
ま
す

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

の
た
め
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
、
卒
業
程

度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

宇品・す
。

【試
験
日

】

日

月
刊
日
幽

{
試
験
場
】

愛
媛
県
庁

【願
書
受
付
期
間
】

8
月
7
日
冊
1
9
月
6
日
附

7月 8日仕)

7月 9日(日)

7月15日仕)

7月16日(日)

7月22日は)

放
送
大
学
げ
愛
媛
巴
上
陸
/

-
愛
媛
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
が
開

設
、
十
月
オ
ー
プ
ン

l

【募
集
対
象
】

選
科
履
修
生
(
一
年
コ

l
ス
)

科
目
履
修
生
(
半
年
コ

l
ス
)

【第
二
学
期
募
集
要
項
受
付
】

平
成
7
年
7
月
1
日
か
ら

{出
願
期
間
】

7
月
日
日

1
8
月
日
日

マ
放
送
(
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
)
を
利
用

し
た
新
し
い
学
習
シ
ス
テ
ム

V
多
彩
な
教
授
陣
、

三
百
科
目
を
越
え

る
多
様
な
教
育
科
白

V

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

学
べ
る
生
涯
学
習
。
入
学
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
愛
媛
地
域
学

7月23日(日)

7月29日仕)

7月30日(日)

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

一T
叩
松
山
市
文
京
町
三
番

大
学
付
属
図
書
館
内

T
E
L
0
8
9
9
⑫
8
5
4
4
 

F
A
X
0
8
9
9
⑫
8
4
7
9
 

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

受

講

生

募

集

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
で
は
、
南

予
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
と
南
予
リ

カ
レ
ン
ト
学
習
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
博
物

館
ま
で
。
一T
7
9
7
東
宇
和
郡
宇
和
町

卯
之
町
4
1
U
1
2

8
0
8
9
4
⑫

6
2
2
2
(
月
曜
日
休
館
)

〔
南
予
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ

y
ジ〕

V

健
康
医
学
講
座
V
生
活
講
座
V
文
学
講

座
V
法
律
講
座
V
英
会
話
講
座
V
ワ
ー

プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座
V
愛
媛
わ
く
わ

く
講
座
V
美
術
鑑
賞
講
座
V
手
話
講
座

〔
南
予
リ
カ
レ
ン
ト
学
習
セ
ミ
ナ
ー
〕

V
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
講
座

(中
級
)
マ

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
講
座
(
表
計
算
)

愛
媛

5月末までの

大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

f牛 数 1 0 1 109 

負傷者 126 139 

死 者 7 6 

11 



'95 7月号 |

4・
相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

7
月
刊
日
何
日

1
日
時

7
月
初
日
附

叩

1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

【人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

7
月
H
日
刷
明
日
時
1
日
時

場
所
菅
団
連
絡
所

日
時

7
月
四
日
同
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【心
配
ご
と
相
談
]

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第

一・

第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

日

時

1
ロ
時
、
日
時
l
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【家
庭
児
童
棺
談
室
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

おおず|広報

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

7月4日(火) 平成 7年 2月生※

7月13日(木) 平成 5年12月生

7月25日(火) 平成 4年 6月生

※は肱南・久米・肱北・喜多・平

n24-3ワワ5

L-ーーー一一ー

【行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

7
月
幻
日
回

目
i
m
時

場
所
市
民
会
館

一
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
合
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
ν

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で
。

【社
会
保
険
相
談
}

日
時

7
月
5
日
刷
、
初
日
附

0
1
6
寺

1

1

日

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

{何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑫
0
9
4
7

{不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

7
月
日
日
出

9
時

i
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

倒
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
0
1
九
含
⑪
4
4
5
2

【青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合

(
ω
h
b
b
u

【定
期
税
務
相
談
】

日
時

7
月
7
日
山
四
日
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

l3: OO~ 13: 30 

大洲市保健センター

母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

.乳幼児育児相談 ・育児サークル.

7月11日(火) 乳幼児を持つ親子

7月18日伏) 平成6年9・10月生※

※は肱南・久米・肱北・ 喜多・ 平

地区のみ

受付時間

実施場所

持参品

地区のみ

受付時間

実施場所

持参品

|休日|急|患|診療|

安達医院(中町)

合 24-2535

大洲中央病院(東大掛1)

合 24-4551

東大洲城戸限医院

(東大洲)

ft24-1010 

7月2日

n
H
 
(
 

7月9日

【市
民
法
律
相
談
}

市
の
顧
問
弁
護
土
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

7
月
泣
日
凶

叩
時
l
M
時

場
所
市
民
会
館
一
階
応
接
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
含
⑪
2
1
1
1
(
内
線
3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

7
月
6
日
同

場

所

市
立
大
洲
病
院
日
時

1
ロ
時

愛
媛
銀
行
大
洲
支
庖
日
時
却

1
日
時

平
成
病
院
日

1
日
時
加
分

実
施
日

7
月
ロ
日
附

9:30~ 10:00 

大洲市保健センター

母子手帳・パスタオル

.健康相談 ・栄養相談.

日時 7月26目。'J<)
10: OO~ 12:00、13:OO ~ 15: 00 

実施場所 大洲市保健センター

持参品健康手帳

.成人病検診及び肺かん・ 結核検診.

7月14日幽

大洲市立市木集会所 9:30~11 :00 

五郎多目的研修センター 13:30~ 15:00

(日)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

藤本外医院(中町)

ft24-2310 

大計H中央病院(東大洲)

ft24-4551 

村上内医院(北只)7月23日

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

日
時

7
月
出
日
附

日
時
か
ら

場
所
大
洲
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
。

7月16日

場

所

伊
予
銀
行
大
洲
支
庖

大
洲
自
動
車
教
習
所 (日)

O
土
寸

1
2
寺

I
H

1

日

3
寺
0
1
6土
寸

市

i
n
n
司
υ

1

1

A

円口

歯
の
健
康
相
談

合
⑪
3
1
6
5

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

※ v 
休 794 
館月年
日 16全
日日
毎(日)本
週 1 卜
火 8 ン
躍月ボ
日 6写
日真
(日)展

4・婦人がん検診.

実施日 場

7月31日(月)

受付時間 13:00~13:30 

検診料乳がん 200円

子宮がん 700円

70才以上の人は無料です。

所

柳沢連絡所

12 

ft23-3500 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

大洲中央病院(東大洲)

大野内医院(片原町)

ft24-6800 

ft24-4551 

(日)

7月30日

)
 
門口(
 

女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

刊
は
時
間
電
話
相
談

松
山
地
方
法
務
局
、
愛
媛
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
女
性
差
別
、
家
庭

問
題
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を

行
い
ま
す
。

{
日
時
}

7
月
日
日
附

午
前

9
時

1
午
後

9
時

{
電
話
番
号
】

8
0
1
2
0
0
2
5
1
5
5
0
 

{
相
談
担
当
者
}

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
法
務
局
職

員編
集
後
記

一
月
号
以
来
の
後
記
で
す
。

世
の
中
ど
う
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
大
地
震
が
起
き
て
地

面
が
揺
れ
、
オ
ウ
ム
教
関
連
の
事
件
で

人
の
心
も
揺
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

世
紀
末
に
か
け
て
、
パ
ラ
色
の
未
来
は

ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
年
も
水
郷
大
洲
に
P
7
か
い

が
始
ま
り
ま
し
た
。
肱
南
側
の
堤
防
に

白
壁
が
で
き
あ
が
り
、
伊
予
の
小
京
都

の
趣
き
を
か
も
し
だ
し
て
い
ま
す
。
大

洲
の
未
来
は
パ
ラ
色
で
あ

っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
(
い
)
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